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表紙 ： ゆりの里公園イルミネーション

3月定例会会期日程（予定）

※ 日程は、変更になる場合がありますので、あらかじめご了承願います。

　
読
者
の
み
な
さ
ん
、寒
気
も
少

し
ず
つ
緩
み
は
じ
め
ま
し
た
が
い

か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。

　
本
号
で
は
12
月
定
例
会
の
議
案

審
議
内
容
や
一
般
質
問
内
容
、各
常

任
委
員
会
視
察
報
告
に
加
え
特
集

記
事
と
し
て
特
別
委
員
会
な
ど
の

審
議
調
査
報
告
を
掲
載
し
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
様
に

親
し
ま
れ
る
市
議
会
だ
よ
り
の
編

集
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、御

愛
読
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
秋
、台
風
21
号
に
よ

る
強
風
や
大
雨
の
被
害
も
深
刻
な

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。災
害
は
い
つ

起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。災
害

発
生
時
の
行
動
と
備
え
に
つ
い
て

今
一
度
点
検
し
防
災
意
識
を
高
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
戌
年
で
す
。「
犬
」は
一
度

に
た
く
さ
ん
の
赤
ち
ゃ
ん
を
産
む

こ
と
か
ら
、安
産
祈
願
を
す
る「
戌

の
日
」と
い
う
の
が
毎
月
あ
り
ま

す
。こ
れ
に
あ
や
か
り
少
子
化
対

策
、人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
か
考
え
て
い
る
の
は
私
だ

け
で
し
ょ
う
か
。

（
古
屋
）

議会を傍聴してみませんか

2月14日（水）１０時～　　　　　　　　　本会議（施政方針・議案説明など） 

  　１５日（木）・１６日（金） １０時～  予算特別委員会 

　　２６日（月）・２７日（火） １０時～  本会議（一般質問） 

 ３月 １日（木）１０時～    産業建設常任委員会 

　　　２日（金）１０時～    教育民生常任委員会 

　　　　５日（月）１０時～    総務常任委員会 

　　　７日（水）１０時～    予算特別委員会 

　　　９日（金）１０時～    本会議（委員長報告・採決など） 

※問い合わせや議会だよりに対するご意見がありましたら、左記の議会事務局連絡先までご連絡ください。

▲みくに市民センターでの様子

アンケートから見る議会報告会への意見アンケートから見る議会報告会への意見

第
21
回 

議
会
報
告
会 

11
月
20
日
・21
日

　11
月
20
日
に
み
く
に
市
民
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
春
江
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
、
21
日
に

高
椋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
坂
井
市
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　９
月
定
例
会
の
報
告
の
後
、
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
市
政
に
関
す
る
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

市
政
に
つ
い
て
の
ご
意
見

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
避
難
所

に
な
っ
て
い
る
が
、行
く
ま
で
が
大

変
な
の
で
、ビ
ル
な
ど
を
避
難
所

と
し
て
使
え
な
い
か
。

・
三
国
病
院
で
、待
合
番
号
が
出
る

よ
う
に
な
り
大
変
よ
く
な
っ
た
。

・
海
岸
部
に
砂
防
ネ
ッ
ト
を
取
り
付

け
て
ほ
し
い
。

・
防
災
無
線
の
音
が
聞
こ
え
づ
ら
い
。

・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
曇
っ
て
見
え
に

く
い
時
が
あ
る
。

・
市
内
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
祭
り
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、祭
り
同
士
の
交

流（
丸
岡
の
祭
り
で
三
国
の
山
車

を
出
す
な
ど
）が
で
き
な
い
か
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
よ
り
良
い
あ

り
方
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

・
春
江
の
エ
ン
ゼ
ル
ロ
ー
ド
沿
線
や
、

通
学
路
な
ど
に
草
が
茂
り
、管
理

が
不
十
分
で
あ
る
。

・
防
犯
灯
の
修
繕
に
お
い
て
、助
成

の
予
算
に
限
り
が
あ
る
た
め
待
っ

て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
が
、対
応

し
て
ほ
し
い
。

・
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
三
国
駅
は
き
れ
い

に
な
り
つ
つ
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
春
江
駅
も
ト
イ
レ
な
ど
、環

境
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。

・
若
者
が
議
会
に
興
味
を
持
て

る
よ
う
な
方
法
が
あ
る
と
よ

い
。

・
グ
ル
ー
プ
形
式
は
一
人
ひ
と
り

の
意
見
が
聞
け
て
よ
か
っ
た
。

・
参
加
者
を
増
や
す
方
法
を
検

討
し
て
ほ
し
い
。

・
敷
居
が
高
く
参
加
し
に
く
い
。

・
交
換
し
た
意
見
の
そ
の
後
の

進
捗
を
聞
く
場
が
ほ
し
い
。

・
有
意
義
な
話
し
合
い
が
で
き

て
よ
か
っ
た
。
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特別委員会等審議調査報告
常任委員会報告
決算特別委員会報告
一般質問
常任委員会視察報告

補正予算概要
広域連合・一部事務組合議会報告

定例会審議結果
議会報告会報告、議会日程

http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/
議会のホームページが充実しました。



特別委員会等 審議調査報告
　市議会では、特別委員会において、特定の案件を審議、調査しています。

　また、議会の機能強化や透明性確保などを目的とした議会改革ワーキング

グループなど、さまざまな会議で検討を行っています。

　議会改革に取り組むとともに、より市民に開かれた議会運営の推進に努めています。
　主な取り組みとして、
（１）政務活動費に関する情報をホームページで公開し、使途の透明性を図った。
（２）視察研修での概要や個々の所見などを記載した報告書を、ホームページで公開。
（３）議会傍聴促進のため傍聴手続きの簡素化。
（４）本会議などインターネット動画配信。
（５）議会会議録検索システムの導入。
　以上がこれまで検討し実施してきた取り組みです。今後、新庁舎建設に伴い議会のＩＣＴ化や議会に
よる事務事業評価の導入を引き続き検討していきます。

　市内で大規模災害などの緊急事態が発生した際に、市民の生命、身体および財産を保護し、ならび
に市民生活の平穏を確保するため、総合的かつ機動的な活動が図られるよう、議会および議員がど
のように対応すべきか、共通の認識を持ち、議会としての体制の整備を行うものであります。５名の
委員が平成29年度末の計画策定を目指し、議会・議員の役割や行動について検討しています。

　本庁舎整備にかかるさまざまな課題を検証し、市民サービスの向上や市民の安心・安全な暮らし
を守る防災拠点としての本庁舎整備に関して調査研究を行っています。
　平成２８年度は、本庁舎整備の根幹となる基本計画について調査研究を行い、１１月２４日には、議
会としての本庁舎のあり方について取りまとめた意見書を市長に提出しました。
　また、平成２９年度は、ユニバーサルデザインの取り入れ方、省エネルギー手法や災害などの非常
時に対応した構造、設備計画など、具体的な基本設計について調査研究を行いながら、意見や提言を
行ってきました。
　今後とも、この本庁舎整備が、市民に利用しやすく開か
れた庁舎となるよう、平成３２年度末の整備完了を目指
し、適切な提言を行っていきたいと考えています。

　福井県では、新規園芸農家を推進し、嶺南地域を施設園芸の拠点産地に育成しています。具体的
には、越冬型周年栽培の実証、５０ａ規模の施設経営、農業者が参入しやすい仕組みづくり、大規模施
設園芸団地の整備などです。

［ 合同会社くだものがかり（おおい町） ］
　生産品目は桃といちご。果物を中心とした農産物の生産、販売、観光農園を経営しています。桃は
露地栽培、いちご園は高設養液土耕ハウス栽培で、すべての環境条件を人工的に管理することによっ
て、安定的な供給を目指しています。
［ 合同会社北川農園（小浜市） ］　
　生産品目はミディトマト（越のルビー）。年間を通じての生産を可能と
し、会社設立３年で、ようやく経営も軌道に乗り、将来的にも展望が持て
るようになりました。

　坂井市においても、近い将来、このような大規模園芸施設ができれば、
地元農業や観光農業の振興、雇用の確保にもつながるものと思います。

議会改革ワーキンググループ

本庁舎整備特別委員会

総合交通対策特別委員会

議会ＢＣＰ（業務継続計画）策定会議

議員視察研修（県内農業先進地）

　公共交通に関する諸問題や二次交通なども含めた観光事業の分野について調査研究を行ってい
ます。調査内容は、次のとおりです。
（１）二次交通のあり方について、交流人口増、地域活性化が図られるよう、最寄駅と観光地をつなぐ

ルート案を調査研究しています。
（２）コミュニティバスについて、市民、特に交通弱者の足として利便性が向上されるよう、視察などを

行い調査研究しています。（中高生の利便性向上や土日運行、無料パスなど）
（３）北陸新幹線敦賀延伸に伴う並行在来線のあり方につ

いて、調査研究しています。
（４）福井港丸岡インター連絡道路の整備について調査研

究し、平成２８年１１月１８日に、「福井港丸岡インター
連絡道路の整備に関する意見書」を福井県知事宛て
に提出しました。
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市民福祉部

三国病院

教育委員会

主な質疑応答

生活困窮自立相談支援事業について、国庫負

担金を返納した理由は何か。

平成28年度下期から、自立相談支援事業を業

務委託する計画であったが、委託先との調整が

つかず、事業の委託を見送ったため。

放課後児童対策事業について、臨時職員の4時

間勤務の職員数が減った理由、また、６時間勤務

の職員が増えた理由は何か。

気がかりな児童への対応や預かる前の準備時

間など、事務的な業務が増加したため、4時間勤

務から６時間勤務へ職員配置を変更した。

国民健康保険基金に、3,200万円を積み立てて

いるが、平成30年度の保険税の見通しはどうか。

現在国保運営協議会で検討中であり、平成30

年度の新しい保険税についは、３月議会に上程

する。

寄附市民参画制度の政策メニューで購入した

子ども見守り隊ベストの耐用年数が過ぎた場合、

入れ替えの予算はどうするのか。

メッシュタイプベストの購入を予定し、５年

以上は着用が可能と考えている。その後につい

ては、希望があれば、政策メニューでの活用を含

め検討したい。

小学校の台風被害による修繕について、保険

対象となる修繕の状況はどれぐらいか。

保険の対象となる件数や被害額について、現

在調査中である。

明章小学校、高椋小学校の給食室のトイレを

洋式化にする必要があると思うがどうか。

丸岡地区の自校式給食室トイレの洋式化につ

いては、衛生面も考慮し、平成30年度当初予算

で協議中である。

地域包括ケア病床の今後の見通しはどうか。

他の病院などとの連携をさらに密にし、患者

の受け入れに努める。

電話が混み合っていて、かかりにくい時があ

るが、解消する対策を考えているのか。

医師や看護師などのPHS回線の使用回数が増

えたことや、機器も古くなったことから、平成30

年度予算で電話機を交換したいと考えている。

三国病院でのインフルエンザ予防接種の状

況は。

11月に用意したワクチンが、全て無くなった

状況であり、12月中旬に追加分が入荷される予

定であったが、遅れる見通しである。現時点で

は、市内の病院を紹介している。

▲丸岡中学校での「がん教育授業」の様子

教育民生常任委員会報告

総務部

総務常任委員会報告

総合政策部

主な質疑応答

財務部

非常勤職員の育児休業については、子が2歳

になるまで延長できるという法改正の趣旨を

踏まえた対応をすることが必要であり、それが

当事者に伝わらなければ意味がないと思うが

見解はどうか。

非常勤職員の働き方を考えていく中で国の

制度が改正されてきたと思うので、臨時職員に

対して制度を広く周知し対応していきたい。

※住みます芸人活用事業について、活動計画に

シティセールス活動とあるが、東京でのPRの際に

住みます芸人を活用することは考えているのか。

アンテナショップの店頭、あるいは東京での

イベントで活用できればと考えている。

広域圏事務事業の法改正および制度改正な

どによるシステム改修費用の財政補助はどう

なっているのか。

法改正に伴うシステム改修の補助金につい

ては、現時点で国から明確な額の決定が無いた

め、今後決まり次第、補正予算などで補助金の

予算を計上

していきた

い。

合併以降に越前三国競艇企業団から繰り入

れた額についていくらになるのか。

繰り入れの総額は、6億１千万円であり、内

訳は教育振興整備基金で２億３千万円、まちづ

くり整備基金で３億６千万円、財政調整基金に

２千万円である。

市有財産で全く使用する予定のない土地は

あるのか。

市有地売却物件として、三国町汐見３丁目に

２区画1,320㎡、三国町運動公園３丁目に6,438㎡

の土地がある。

※参考人を招致し説明を受け審査

　本請願は、政府が国是である非核３原則を堅持

し、アメリカの核の傘からの離脱を決断し核兵器

禁止条約への賛同と批准の手続きを進めること

について、意見書提出を求める内容。

＜主な意見＞

・唯一の被爆国である日本が条約を批准し、外交

力を最大限に発揮して核保有国に核兵器廃絶を

訴えることが日本の役割だと考える。

・アメリカの核の傘から離脱するということは、

別の安全保障があって初めて離脱できるもので

ある。今の現実としては、核の傘の下で国益を

守っていかなければならない。

▲坂井市専属住みます芸人に決まった「パナマ海水浴場」

請　　　願

不採択請願第2号
日本政府に「核兵器禁止条約」

への賛同と批准を求める意見

書の提出に関する請願

請願

※住みます芸人…各県に実際に移住し、地域に密着した芸能活動を行う芸人
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決算特別委員会報告

平成28年度決算を認定しました
　本委員会では、平成28年度の坂井市一般会計、特別会計および企業会計の計７会計について、10月4日
から11月２日までの７回にわたり、事業が目的に従って適正かつ効率的に執行されたかどうかや、今後どの
ような改善工夫がなされるべきかなどの審査を行いました。

一般会計

歳入合計　413億5,989万1,066円
歳出合計　405億5,631万5,574円

　実質収支は6億9,559万円の黒字で、単年度収支では

2億4,298万円の赤字、実質単年度収支では6億6,182 

万円の赤字となり、平成19年度以来の赤字となった。

　自主財源、依存財源の割合では、自主財源の構成比

率が前年度比で0.9ポイント低下しており、毎年度低下

している。

　今後、扶助費など社会保障関連費の増大や公共施設

の老朽化に伴う経費の増大など、多大な財政負担が見

込まれるため、将来を見据えた財政運営に努めること

が求められる。

企業会計  

○水道事業会計    
　4,753万円の当年度純利益であるが、給水に係る費

用を料金で賄えておらず、経営、業務の効率化を進

め、健全な経営に努めることが求められる。

○公共下水道事業会計
　5,954万円の当年度純利益となった。水洗化率は

91.34％と前年度比0.31％増加しているが、未接続世帯

に対する接続促進を積極的に図ることが求められる。

○農業集落排水事業会計
　243万円の当年度純利益となった。水洗化率は83.97

％と低い水準にあり、未接続世帯に対する接続推進を

図ることが求められる。

○病院事業会計
　5,666万円の当年度純損失となった。入院患者数、

外来患者数ともに前年度より減少し、病床利用率も毎

年度低下傾向にある。

　自治体病院の性格上、収益性のみを追求することが

目的ではないが、市民に必要とされる医療を継続的に

提供していくとともに、さらなる経営改善を図ること

が求められる。

○実質収支
　　当該年度の歳入歳出差引額から、翌年度に繰り越すべき財源を控除した額。　

○単年度収支
　　当該年度の決算による実質収支から前年度の実質収支を差し引いた額。

○実質単年度収支
　　単年度収支に実質的な黒字を加え、実質的な赤字を差し引いた額。

○財政調整基金積立金
　　自治体が、財源に余裕があるときに積み立て、不足するときに取り崩すこと

　で財源を調整し、計画的な財政運営を行うための貯金。

　実質収支は68万円の黒字で、単年度収支、実質単年

度収支では前年度の黒字から26万円の赤字となった。

　滞納処分は執行停止など厳正に対処し、保険料収納

対策に努めることが求められる。

特別会計

用語解説

歳入合計　　98億2,849万8,456円
歳出合計　　95億8,870万585円

　実質収支は2億3,980万円の黒字で、単年度収支、実

質単年度収支では前年度の赤字から3,214万円の黒字

となった。主な要因として、前期高齢者交付金の増や

退職被保険者等医療給付費などの減が考えられる。

　今後も特定健診、がん検診の積極的な推進やジェネ

リック医薬品使用の推奨など、医療費の抑制対策と適

切な事業運営に努めることが重要である。

○国民健康保険特別会計

歳入合計　　    ８億3,516万2,639円
歳出合計　　    ８億3,448万4,039円

○後期高齢者医療特別会計

☝

産業建設常任委員会報告

＝ ＋ ＋ −
実質単年度

収支

単年度

収支

財政調整

基金積立金

任意に行った地方

債の繰上償還金

財政調整基金

取崩額

産業環境部

建設部

主な質疑応答

※多面的機能支払交付金事業について、7組織

のうち5組織が対象面積の減少により活動終了

とのことだが、他の2組織が辞める理由は。

これまでの活動によって環境整備がある程

度終了したことや、集落に人材が少なくなって

きたことも考えられる。

坂井地域交流センター（いねす）の改修構想

および実施設計の内容は。

地域文化の継承ということで、敬老会や文化

祭などのイベントが実施できるような機能を

充実させた施設改修を考えている。

ゆりの里公園周辺の水田を利用した花畑な

どの整備計画状況は。

地元説明会を開催し、農地所有者や耕作者と

交渉を行っているところである。

ユリの花が咲く6月以外に開花する花の種を

まきたいと考えており、JA、市、地区、まち協、

地元住民が協力してできるように、平成30年度

整備に向けて調整している。

道路除雪について、町境が支所の判断で違っ

たり、交差点が不十分だったりするが。

今後は路線、例えば嶺北縦貫道路あるいは芦

原街道を境にするという試みをしたい。

交差点の取り残しが多いので、説明会におい

て業者に注意しているが、パトロールの中で確

認した場合は業者に指導していきたい。

三国駅周辺整備計画に道路拡幅などの計画

も必要では。

平成29年度末に駅舎が完成した後は、平成

30年度に駅舎前広場の整備、平成31年度に三

国コミュニティセンターの移転、平成32年度

には駐車場整備を計画していて、道路を大きく

変える予定は今のところない。

＜主な意見＞

　農業者は、※多面的機能支払交付金事業などで美

しい国づくりを担っていることにも鑑み、環境関

係の制度で補てんするような文面にした方が良い。

＜主な意見＞

　国会の付帯決議に、都道府県の種子生産予算は

従来通り確保するとなっており、すでに対策は講

じられている。

＜主な意見＞

　行政書士の参画を求める内容であるが、利害関

係者ともなり得ることもあるため不採択。

請　　　願

趣旨採択請願第3号
米の再生産可能な米価下支え

制度の創設を求める意見書提

出についての請願

請願

陳　　　情

不採択請願第4号
種子法廃止に伴う対策を求め

る意見書提出についての請願

請願

不採択陳情第5号 農業委員会への参画要望

陳情

※多面的機能支払交付金…農業を行っていく上で欠かせない通常の維持管理（水路の泥上げ、あぜ・農道の草刈りなど）を支援する交付金
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一 

般 

質 

問

将
来
世
代
へ
の
負
担
を
考
え
た
財
政

運
営
を

一
般
会
計
に
お
け
る
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

バ
ラ
ン
ス
の
見
通
し
は
。

平
成
32
年
度
ま
で
は
合
併
特
例
債
の

活
用
が
見
込
ま
れ
、
マ
イ
ナ
ス
状
況
が

続
く
と
思
わ
れ
る
が
、市
債
残
高
の
約

８
割
が
次
年
度
以
後
に
財
政
措
置
さ
れ

る
優
良
な
起
債
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
市
の
基
金
を
大
き
く
取
り
崩

す
事
業
は
何
か
。

平
成
31
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
国

営
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
第
２
期
分
の
負
担

金
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
大

規
模
改
修
、
市
役
所
本
庁
舎
と
三
国
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
な
ど
を
予
定

し
て
い
る
。

全
体
的
に
一
般
財
源
の
不
足
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
合
併
時
に
創
設
し

た
地
域
振
興
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
を

想
定
し
て
い
る
。

今
後
の
財
政
運
営
に
関
し
て
、
市
の

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
の

考
え
方
は
。

合
併
特
例
債
発
行
期
限
終
了
後
の
平

成
33
年
度
以
降
に
つ
い
て
、
公
債
費
の

縮
減
と
経
費
の
見
直
し
を
進
め
、
プ
ラ
イ

マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
黒
字
化
を
め
ざ
し

た
財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

答答

答

答 問問

問

問

雑
が
み
の
分
別
・リ
サ
イ
ク
ル
対
策

を
問
う

雑
が
み
の
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
関

し
て
、
回
収
バ
ッ
グ
の
配
布
や
回
収
専

用
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
を
行
っ
て
い
る

が
、
そ
の
効
果
は
。

上
半
期
で
59
ト
ン
の
雑
が
み
が
分
別

回
収
さ
れ
、
リ
サ
イ
ク
ル
へ
と
つ
な

が
っ
て
お
り
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、

雑
が
み
の
分
別
を
通
し
て
市
民
の
リ
サ

イ
ク
ル
意
識
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

平
成
30
年
度
に
は
市
内
の
全
小
中
学

校
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
る
な
ど

し
て
啓
発
に
努
め
た
い
。

※

※プライマリーバランス…
基礎的財政収支。一般会計において、歳入総額から起
債（借金）による収入を差し引いた金額と、歳出金額か
ら公債費などを差し引いた金額のバランスで、プライマ
リーバランスが黒字ということは、借金に頼らずに市民
生活に必要な支出がまかなえている状態を意味する。

辻　�人志

市
長
の
政
治
姿
勢

坂
本
市
長
は
、
平
成
18
年
４
月
に
市

長
に
就
任
し
、
３
期
目
の
任
期
も
残
す

と
こ
ろ
４
カ
月
と
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
市
政
の
成
果
、
実
績
を

ど
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
か
。

平
成
18
年
３
月
に
新
市
が
発
足
し

て
、
12
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い

る
。合

併
し
て
か
ら
こ
れ
ま
で
、
将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
最
優
先

に
、
小
中
学
校
の
耐
震
化
や
大
規
模
改

修
、
保
育
園
の
民
営
化
や
幼
保
一
元

化
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
大
な

ど
、
子
育
て
施
策
を
実
施
し
て
き
た
。

ま
た
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が

地
域
の
特
徴
を
生
か
し
な
が
ら
自
主
的

な
活
動
を
し
て
お
り
、
地
域
の
活
動
拠

点
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

改
修
な
ど
残
さ
れ
た
課
題
も
あ
る
が
、

協
働
の
意
識
は
着
実
に
進
展
し
て
い
る

も
の
と
感
じ
て
い
る
。

観
光
と
し
て
は
、
東
尋
坊
・
丸
岡
城

を
は
じ
め
、
竹
田
地
区
の
一
連
の
整
備

や
三
国
湊
の
町
並
み
整
備
、
ゆ
り
の
里

公
園
整
備
に
伴
う
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
設
置
な
ど
を
行
っ
た
。

平
成
30
年
春
の
市
長
選
挙
に
向
け
て

ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

市
民
が
坂
井
市
の
住
み
よ
さ
を
実
感

し
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
た
め
に
は
、
ま
だ

課
題
が
残
さ
れ
て
お
り
、
平
成
30
年
に

は
、
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
な
ど
大

き
な
事
業
も
抱
え
て
い
る
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
支
援
が
得
ら
れ

る
の
で
あ
れ
ば
、
12
年
間
の
経
験
を
生

か
し
、
引
き
続
き
市
政
運
営
を
担
当
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

山田　　栄
▲市役所本庁舎

▲雑がみ回収ボックス

答

答

問

問

川畑　孝治

渡辺　竜彦

少
子
化
の
現
状
と
取
り
組
み
は

平
成
28
年
の
福
井
県
の
出
生
数
が
過
去

最
低
を
更
新
し
た
こ
と
が
、
判
明
し
た
。

そ
れ
を
受
け
て
の
本
市
の
出
生
数

ア
ッ
プ
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

本
市
の
平
成
28
年
度
の
子
育
て
支
援

課
所
管
の
歳
出
決
算
額
は
61
億
円
余
り

に
な
っ
て
い
て
、
国
・
県
な
ど
の
補
助

事
業
を
活
用
し
た
支
援
策
も
多
く
含
ま

れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
も
、
す
く
す
く
商
品
券
配

布
や
、
子
ど
も
医
療
無
償
化
の
対
象
年

齢
拡
充
な
ど
、
市
単
独
の
施
策
も
併
せ

て
展
開
し
て
い
る
。

本
市
の
少
子
化
対
策
の
一
つ
と
し

て
、
﹁
妊
娠
・
出
産
支
援
の
充
実
﹂
が

あ
り
、
そ
の
中
に
不
妊
治
療
費
助
成
事

業
が
あ
る
が
、
そ
の
現
状
は
。

本
市
の
不
妊
治
療
の
助
成
事
業
は
、

県
が
実
施
し
て
い
る
不
妊
治
療
の
事
業

の
足
り
な
い
分
を
市
と
し
て
助
成
し
て

い
る
と
い
う
制
度
で
あ
る
。

平
成
28
年
度
は
件
数
で
１
１
３
件
の

利
用
と
、
助
成
金
額
で
約
１
千
万
円
の

支
出
が
あ
っ
た
。

坂
井
市
の
婚
姻
の
現
状
は

本
市
の
人
口
全
体
に
対
す
る
、
結
婚

の
発
生
頻
度
を
表
す
指
標
で
あ
る
千
人

当
た
り
の
婚
姻
率
は
。

平
成
29
年
10
月
１
日
現
在
の
人
口
で

算
定
す
る
と
千
人
当
た
り
の
婚
姻
率
、

婚
姻
件
数
は
全
国
の
５
・
１
件
、
福
井

県
の
４
・
５
件
に
対
し
て
３
・
９
件
で

あ
る
。

本
市
の
婚
姻
数
増
に
向
け
て
の
取
り

組
み
と
、成
果
を
あ
げ
て
い
る
事
例
は
。

平
成
28 

29
年
度
と
さ
ま
ざ
ま
な
婚
活

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
ス
ポ
コ
ン
マ
ッ
チ
や
親

世
代
の
婚
活
な
ど
と
い
っ
た
婚
活
事
業

を
行
っ
て
き
て
い
て
、
そ
う
い
っ
た
場
で

出
会
っ
た
カ
ッ
プ
ル
が
平
成
30
年
に
結

婚
す
る
と
い
う
報
告
を
い
た
だ
い
た
。

答

答答

問答 問問

問

▲坂井市まち・ひと・しごと創生総合戦略
　妊娠・出産支援の充実

小
中
学
校
に
お
け
る
生
徒
指
導
は

平
成
29
年
３
月
に
、
池
田
中
学
校
の
男

子
生
徒
が
自
殺
し
た
問
題
が
あ
り
、
生

徒
指
導
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

市
に
お
け
る
生
徒
指
導
の
あ
り
方
は
。

①
心
の
教
育
と
望
ま
し
い
人
間
関
係

作
り
、
②
学
校
に
お
け
る
生
徒
指
導
お

よ
び
教
育
相
談
体
制
の
充
実
、
③
家
庭

や
地
域
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
重
点

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

発
達
障
害
な
ど
、
生
徒
の
症
状
把
握

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

幼
稚
園
な
ど
で
把
握
し
た
も
の
は

保
・
幼
・
小
連
携
の
移
行
支
援
と
し
て

情
報
を
共
有
し
て
お
り
、
小
・
中
間
の

情
報
共
有
も
確
実
に
行
っ
て
い
る
。

生
徒
の
指
導
方
法
に
つ
い
て
情
報
共

有
の
体
制
は
機
能
し
て
い
る
か
。

生
徒
指
導
は
担
任
一
人
で
行
え
る
も

の
で
は
な
く
、
学
校
全
体
で
情
報
を
共

有
し
、
チ
ー
ム
学
校
と
し
て
共
通
理

解
、
共
通
実
践
を
し
て
い
る
。

　

担
任
教
諭
な
ど
へ
、
負
担
軽
減
の
た

め
の
支
援
は
十
分
か
。

教
職
員
の
事
務
負
担
や
部
活
動
指
導

な
ど
の
負
担
を
軽
減
し
、
授
業
や
生
徒

指
導
な
ど
本
来
の
業
務
に
専
念
で
き
る

体
制
作
り
が
必
要
と
考
え
、
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

高
齢
化
が
進
む
中
、一
人
暮
ら
し
や
認

知
症
の
人
が
増
加
し
て
お
り
、
成
年
後

見
制
度
に
つ
い
て
周
知
が
必
要
で
は
。

平
成
29
年
10
月
の
広
報
誌
に
掲
載
し

周
知
を
図
っ
た
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
置
き
説
明
す
る
体
制
を
整
え

て
い
る
。

平
成
30
年
３
月
に
、
認
知
症
と
成
年

後
見
制
度
に
つ
い
て
、
公
開
講
座
の
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。

答

答

問答 問答 問答 問

問

・

▲高齢者相談用のパンフレット

89 一 般 質 問 一 般 質 問［ 一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/ ］ ［ 一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/ ］



▲一筆啓上茶屋と丸岡城

本
庁
舎
増
改
修
計
画
に
坂
井
市
の

工
業
力
の
活
用
を

本
庁
舎
の
整
備
に
当
た
り
、
議
員
で

も
先
進
事
例
の
視
察
な
ど
を
行
い
研
究

を
進
め
て
き
た
が
、
と
あ
る
都
市
で
は

工
業
技
術
や
工
業
製
品
を
積
極
的
に
採

用
し
て
い
る
例
が
あ
っ
た
。

本
市
に
も
優
れ
た
工
業
技
術
を
誇
る

企
業
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
工
業
力
を

活
用
し
、
企
業
の
協
力
を
仰
ぎ
、
官
民
一

体
と
な
っ
て
坂
井
市
ら
し
さ
を
市
内
外

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
ら
い
た
い
が
。

事
業
計
画
の
推
進
に
当
た
り
、
設
計

内
容
に
適
応
す
る
建
築
資
材
な
ど
が
市

内
の
企
業
の
工
業
技
術
に
あ
る
の
か
を

調
査
研
究
し
て
積
極
的
な
活
用
を
検
討

し
た
い
。

国
際
的
な
課
題
に
積
極
的
な
対
応
を

在
住
外
国
人
の
生
活
面
の
ケ
ア
は
。

技
能
実
習
生
の
場
合
は
採
用
す
る
企

業
が
生
活
面
の
管
理
指
導
を
行
い
、
そ

の
他
の
ケ
ア
は
県
の
国
際
交
流
協
会
や

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
さ
か
い
な
ど
の

民
間
団
体
が
行
い
、
市
は
事
業
補
助
を

行
っ
て
い
る
。

海
外
か
ら
観
光
で
訪
れ
る
外
国
人
へ

の
対
応
は
。

ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
な
ど
を
観
光
関

答 問

係
者
と
の
連
携
で
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
さ
ら
に
努
力
し
た
い
。

市
内
に
は
海
外
に
長
く
滞
在
し
た
り
、

業
務
で
海
外
を
巡
っ
た
経
験
の
あ
る
人

が
多
く
い
る
の
で
、
知
恵
を
借
り
て
、
県

に
頼
ら
ず
に
、市
独
自
で
積
極
的
に
国
際

的
な
課
題
に
対
応
を
す
る
こ
と
が
、市
の

さ
ら
な
る
発
展
の
一
策
と
な
る
の
で
は
。

市
政
に
お
い
て
も
国
際
的
な
ス
ケ
ー

ル
で
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
時
代
で
あ

る
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
、
し
っ
か
り

と
対
応
軸
を
構
築
し
た
い
。

上出　純宏

小
中
学
校
の
教
師
と
生
徒
の
関
係

性
は小

中
学
校
で
、
現
在
い
じ
め
の
報
告

は
。各

学
校
か
ら
の
報
告
よ
り
、
い
じ
め

に
関
す
る
認
知
件
数
は
、
平
成
29
年
４

月
か
ら
10
月
末
ま
で
で
、
小
学
校
で
16

件
、
中
学
校
で
25
件
出
て
い
る
。

報
告
の
あ
っ
た
い
じ
め
に
か
か
わ
る

行
為
は
現
在
す
べ
て
解
消
さ
れ
て
い

る
。解

消
に
つ
い
て
は
、
謝
罪
の
み
で
は

な
く
、
い
じ
め
に
か
か
わ
る
行
為
が
行

わ
れ
て
い
な
い
状
態
が
少
な
く
と
も

３
カ
月
以
上
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
大

事
で
あ
る
。

生
徒
と
教
師
の
間
に
ト
ラ
ブ
ル
は
報

告
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

現
時
点
で
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
へ
の
相
談

件
数
は
何
件
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
相
談

が
多
い
の
か
。

１
３
６
５
件
あ
っ
た
。
小
学
校
は
担

任
・
保
護
者
か
ら
多
い
。

中
学
校
で
は
生
徒
本
人
と
保
護
者
か

ら
の
相
談
が
大
半
で
あ
る
。

平
成
29
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
坂
井
市

の
ふ
る
さ
と
納
税
の
反
響
の
内
容
は

市
ふ
る
さ
と
納
税
の
現
在
の
額
は
。

ま
た
、
市
内
へ
の
経
済
効
果
は
。

平
成
29
年
４
月
か
ら
11
月
末
ま
で

で
、
約
２
億
４
千
万
円
で
あ
る
。

経
済
効
果
は
総
務
省
が
提
供
す
る
簡

易
計
算
シ
ー
ト
に
よ
る
と
、
約
１
億
４

千
万
円
の
経
済
波
及
効
果
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

平
成
29
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
、

最
終
的
に
ど
こ
ま
で
見
込
ん
で
い
る
の

か
。平

成
29
年
末
に
向
け
て
寄
付
金
が
多

く
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
最
終
的
に
３
億
円
を
超
え
る
と
見

込
ま
れ
る
。

後藤　寿和

答

答 答

問答 問答 問

問 問

南川　直人

戸板　　進

観
光
客
の
受
入
環
境
整
備

市
内
に
、
年
間
５
０
０
万
人
の
観
光

客
が
訪
れ
る
が
、
そ
の
経
済
効
果
は
い

く
ら
に
な
る
の
か
。

経
済
効
果
に
つ
い
て
は
、
調
査
し
て

い
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い
。

訪
れ
た
観
光
客
が
快
適
に
買
い
物
を

す
る
た
め
に
何
が
必
要
だ
と
考
え
る
の

か
。ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
電
子
マ
ネ
ー

の
端
末
機
の
整
備
、
十
分
な
駐
車
ス

ペ
ー
ス
や
清
潔
な
ト
イ
レ
の
提
供
な
ど

と
考
え
る
。

市
民
が
観
光
都
市
と
し
て
自
覚
を
持

ち
、観
光
客
が
観
光
都
市
坂
井
を
知
る
た

め
に
、環
境
整
備
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

東
尋
坊
商
店
街
の
再
整
備
、
三
国
湊

町
や
三
国
漁
港
周
辺
整
備
、
丸
岡
城
周

辺
整
備
な
ど
や
、
周
遊
滞
在
型
観
光
推

進
事
業
、
越
前
加
賀
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推

進
機
構
の
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
く
こ
と
と
考
え
る
。

観
光
客
に
﹁
環
境
都
市
さ
か
い
﹂
を

宣
言
し
た
市
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
対

策
を
取
っ
て
い
る
の
か
。

公
共
用
地
の
清
掃
活
動
、
海
岸
線
や

河
川
の
清
掃
活
動
、
東
尋
坊
、
越
前
松

島
な
ど
の
遊
歩
道
や
観
光
施
設
の
景
観

を
保
全
す
る
た
め
の
除
草
や
清
掃
活
動

を
実
施
し
て
い
る
。

平
成
30
年
に
開
催
さ
れ
る
﹁
福
井
し
あ

わ
せ
元
気
国
体
・
大
会
﹂
を
観
光
客
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な

周
知
方
法
、
対
策
を
取
っ
て
い
る
の
か
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

で
の
情
報
発
信
の
ほ
か
、
観
光
ガ
イ
ド

や
商
工
会
の
﹁
う
ら
ら
の
極
味
膳
﹂
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
国
体
の
期
間
な
ど
を

掲
載
し
て
い
る
。

答答

答

問答 問答 問 問

問

丸
岡
城
、城
周
辺
整
備
と
に
ぎ
わ
い

創
出　

　
　
　

一
筆
啓
上
茶
屋
の
改
築
や
、
城
周
辺

住
民
の
住
宅
移
転
希
望
者
に
、
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
の
か
。

丸
岡
城
天
守
を
国
宝
に
す
る
市
民
の

会
が
城
周
辺
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
内
容

を
尊
重
し
、
市
と
し
て
の
整
備
計
画
の

策
定
の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、空
き
家
や
周
辺
住
宅
の
現
状
調

査
に
つ
い
て
は
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
作
業
の

中
で
調
査
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

天
守
周
辺
の
整
備
に
ア
ー
バ
ン
デ
ザ

イ
ン
セ
ン
タ
ー
坂
井
で
取
り
組
む
ス

キ
ー
ム
を
ど
う
整
え
る
の
か
。

本
市
と
し
て
、
全
国
16
番
目
の
セ
ン

タ
ー
と
し
て
平
成
30
年
春
の
設
置
を
目

指
し
て
い
る
が
、
空
き
家
の
利
活
用
や

に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
な
ど
に
関
わ
る
こ

と
に
よ
り
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
事
業

展
開
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

市
民
の
会
の
活
動
が
活
性
化
す
る

中
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
置
く
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

平
成
30
年
４
月
か
ら
導
入
す
る
﹁
坂

井
市
専
属
の
住
み
ま
す
芸
人
﹂
が
城
下

で
の
定
期
的
な
お
笑
い
ス
テ
ー
ジ
や
市

の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
役

割
を
果
た
す
と
考
え
る
。

市
の
魅
力
を
一
体
化
す
る
た
め
市
の

駅
を
定
め
、例
え
ば
一
筆
啓
上
茶
屋
を
城

の
駅
と
命
名
し
、市
全
体
を
、海
の
駅
、ゆ

り
の
駅
、山
の
駅
と
レ
ト
ロ
な
バ
ス
な
ど

で
結
び
、文
化
と
観
光
を
織
り
交
ぜ
市
の

魅
力
を
提
供
で
き
な
い
か
。

自
然
環
境
や
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
た

本
市
に
お
い
て
各
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
連

携
し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ

る
。観

光
客
や
市
民
に
分
か
り
や
す
い
統

一
し
た
呼
称
を
導
入
す
る
こ
と
は
市
全

体
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
有
効

で
あ
る
と
考
え
る
。

答

答

問答 問答 問

問

▲坂井市日中友好協会創立25周年記念式典の様子

▲ふるさと納税返礼品カタログ

答

答答

問

問問

※

※アーバンデザインセンター…「公・民・学」が連携したまちづくりの推進組織・施設

▲年間40万人の観光客が訪れる丸岡城
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福
井
し
あ
わ
せ
元
気
大
会
に
向
け

て
の
対
応
は

福
井
し
あ
わ
せ
元
気
大
会
に
つ
い
て

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
状
況
は
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
状
況
は
５
４

１
名
で
、
１
７
５
名
が
国
体
に
引
き
続

き
大
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
登
録

さ
れ
て
い
る
。

坂
井
市
独
自
で
の
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
募
集
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

県
の
国
体
推
進
局
に
お
い
て
、
大
学

生
、
短
大
生
、
専
門
学
校
生
を
対
象
に

募
集
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
約
千
名
が

登
録
を
し
て
い
る
。

手
話
通
訳
な
ど
の
情
報
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
６
４
５
名
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

市
と
し
て
大
会
期
間
中
の
物
販
ブ
ー

ス
に
ど
の
よ
う
な
ブ
ー
ス
を
出
す
考

え
か
。

大
会
期
間
中
は
会
場
内
の
運
営
管
理

は
県
が
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
物
品
な
ど
の
ブ
ー
ス
を
置
く
場

合
、
市
か
ら
県
に
紹
介
す
る
と
い
っ
た

形
に
な
る
。

県
の
募
集
が
ま
も
な
く
開
始
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
で
、
報
道
機
関
な
ど
を
通

じ
て
周
知
し
、
県
へ
紹
介
し
て
い
く
。

市
の
障
が
い
者
施
設
で
製
作
し
て
い

る
製
品
な
ど
を
売
る
ブ
ー
ス
の
考
え
は
。

答答

答

答 問問問問

大
会
主
体
が
県
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
障
が
い
者
施
設
な
ど
に
対
し
て
、

直
接
県
か
ら
照
会
が
あ
る
と
思
う
。

先
に
行
わ
れ
た
開
催
県
の
例
を
見
て

も
、
各
競
技
会
場
に
は
、
障
が
い
者
施

設
な
ど
か
ら
の
出
店
が
あ
る
の
で
、
福

井
県
に
お
い
て
も
、
同
様
に
設
置
す
る

こ
と
に
な
る
と
思
う
。

小原　慶之

将
来
に
つ
な
が
る
公
共
施
設
の
計

画
的
な
管
理
推
進
を

平
成
29
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
坂
井

市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
は
30
年

後
を
想
定
し
た
計
画
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
地
域
コ
ミ
ュ
テ
ィ
も
30
年
維
持
可

能
な
状
況
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
こ
と
か
ら
も
幅
広
い
年
齢
層
か

ら
意
見
を
集
約
し
反
映
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
。

市
の
所
見
は
。

坂
井
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

は
、
人
口
減
少
を
含
め
た
社
会
情
勢
を

考
慮
し
た
公
共
施
設
の
再
編
を
目
指
す

計
画
で
あ
る
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
既
存
施
設

を
利
活
用
で
き
る
部
分
に
つ
い
て
は
有

効
活
用
を
図
り
、
利
用
者
や
地
域
の
各

団
体
の
意
見
を
集
約
し
、
誰
も
が
親
し

み
を
持
っ
て
施
設
を
利
用
で
き
、
触
れ

合
い
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
施
設
と
な
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

平
成
32
年
に
移
転
が
予
定
さ
れ
て
い

る
三
国
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
跡
地
の
活

用
方
針
は
。

現
在
の
三
国
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

は
、
昭
和
61
年
に
供
用
開
始
さ
れ
、
31

年
が
経
過
し
た
施
設
で
あ
り
、
建
物
や

厨
房
設
備
の
老
朽
化
を
踏
ま
え
、
移
転

計
画
を
進
め
て
い
る
。

機
能
移
転
後
の
既
存
建
物
に
つ
い
て

は
、
新
耐
震
基
準
で
の
整
備
で
、
耐
震

上
は
問
題
な
い
施
設
で
あ
る
が
、
用
途

変
更
を
目
的
と
し
た
改
修
は
基
本
的

な
改
修
が
必
要
で
あ
り
財
政
的
負
担
も

大
き
い
た
め
、
取
り
壊
し
を
予
定
し
て

い
る
。

そ
の
跡
地
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
利

活
用
の
方
策
を
十
分
検
討
し
て
い
く
。

川端　精治

答 問答 問

田中千賀子

永井　純一

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
拡
充
を

結
婚
し
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い

環
境
整
備
の
た
め
、
18
歳
ま
で
の
子
ど

も
医
療
費
の
無
料
化
の
拡
充
実
現
を
。

子
育
て
支
援
の
有
効
な
手
段
の
一
つ

で
あ
る
。

助
成
対
象
年
齢
の
引
き
上
げ
、
拡
充

を
県
に
継
続
し
て
要
望
し
て
い
く
。

本
市
に
お
い
て
実
施
し
た
場
合
、
約

４
千
万
円
増
加
し
、
大
き
な
財
政
負
担

が
伴
う
。

ま
ず
、
平
成
30
年
度
か
ら
実
施
す
る

窓
口
無
料
化
の
影
響
を
把
握
し
、
財
政

状
況
な
ど
を
勘
案
し
、
制
度
設
計
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

災
害
か
ら
市
民
を
守
れ

防
災
・
減
災
に
対
応
す
る
た
め
、
専

門
性
を
持
っ
た
職
員
を
配
置
し
対
策
を

講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
専
門
部
署
の
創
設
を

求
め
る
。

大
変
重
要
な
こ
と
と
認
識
し
て
い
る

が
、
市
の
業
務
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

部
署
に
お
い
て
専
門
性
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

組
織
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る

中
で
、
今
後
判
断
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
た
め
に

い
じ
め
を
早
期
発
見
、
早
期
対
応
す

る
た
め
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
相
談

や
通
報
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
べ

き
と
思
う
が
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、
子
ど

も
た
ち
の
間
に
お
い
て
、
身
近
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
普

及
し
て
い
る
。

一
部
の
自
治
体
で
は
既
に
実
施
し
て

お
り
、
文
部
科
学
省
も
、
普
及
に
向
け

た
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
や
補
助
制
度
の

創
設
を
検
討
し
て
い
る
。

本
市
も
導
入
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

答

答

問答 問

問

衣
類
の
リ
ユ
ー
ス
に
よ
る
家
庭
の
経

済
的
負
担
軽
減
は

衣
類
の
リ
ユ
ー
ス
︵
再
利
用
︶
に
よ

る
各
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
は
。

短
期
間
で
使
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
う

子
ど
も
用
品
を
市
民
か
ら
提
供
し
て
も

ら
い
、
必
要
な
人
に
再
利
用
品
と
し
て

無
料
配
布
す
る
な
ど
、
子
育
て
世
代
へ

の
支
援
と
あ
わ
せ
て
、ご
み
の
減
量
化
に

つ
な
が
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

水
産
振
興
の
状
況
は

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
ワ
ー
フ
の
進

捗
状
況
は
。

県
、
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
と
の

協
議
、
調
整
は
も
と
よ
り
、
漁
業
関
係

者
の
当
事
者
意
識
の
醸
成
な
ど
、
問
題

解
決
に
向
け
て
協
議
を
し
て
い
る
。

さ
か
な
祭
で
お
か
み
会
が
販
売
し
て

い
た
﹁
甘
え
び
は
ん
ぺ
ん
﹂
を
６
次
産

業
化
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
学
校
給
食
メ
ニ
ュ
ー
に
し
て

は
ど
う
か
。

生
産
、
加
工
、
販
売
ま
で
一
貫
し
て

行
う
こ
と
が
６
次
産
業
化
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
担
う
市
内
業
者
間
の
連
携
は
、

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
や
新
た
な

ブ
ラ
ン
ド
商
品
開
発
に
寄
与
す
る
事
例

と
し
て
、
市
も
応
援
し
て
い
き
た
い
。

男
女
共
同
参
画・女
性
活
躍
推
進
は

地
域
へ
の
男
女
共
同
参
画
の
推
進
は
。

全
て
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
か
ら
男

女
共
同
参
画
推
進
委
員
を
選
任
し
て
も

ら
い
、
市
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
情
報
の

共
有
を
図
れ
る
よ
う
、
平
成
30
年
４
月

の
改
選
に
合
わ
せ
、
各
地
域
に
お
願
い

し
て
い
る
。

市
の
政
策
に
女
性
の
意
見
を
ど
の
よ

う
に
反
映
し
て
い
く
か
。

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
団
体
や
委
員
会

の
中
で
、女
性
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
体

制
づ
く
り
を
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

答

答

問答 問答 問

問答 問

▲解体が予定されている三国学校給食センター

▲サポートボランティアとの対面式▲三国市場さかな祭

▲現在、市に設置されている専門部署

1213 一 般 質 問 一 般 質 問［ 一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/ ］ ［ 一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/ ］



池
田
中
学
校
男
子
生
徒
自
殺
問
題
の
教

訓
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
の
か

市
教
育
委
員
会
で
は
、
調
査
報
告
書

を
参
考
に
十
分
に
協
議
し
、
今
後
の
対

策
に
生
か
す
べ
き
。

報
告
書
は
配
布
し
て
い
な
い
が
、
学

校
に
対
す
る
支
援
・
指
導
の
あ
り
方
に

つ
い
て
協
議
し
た
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
学
校
が
抱
え
る

課
題
に
つ
い
て
情
報
を
共
有
し
、
速
や

か
に
指
導
、助
言
・
援
助
を
し
て
い
く
。

今
後
、
子
ど
も
の
自
殺
予
防
、
い
じ

め
を
生
ま
な
い
学
級
経
営
、
発
達
障
が

い
の
疑
い
の
あ
る
子
へ
の
対
応
に
対
す

る
教
員
研
修
会
を
開
催
す
る
。

発
掘
調
査
に
お
け
る
遺
物
な
ど
の
保
存
、

調
査
に
必
要
な
場
所
と
人
員
確
保
を

遺
物
な
ど
の
保
存
場
所
が
必
要
。

保
存
場
所
は
み
く
に
龍
翔
館
の
収
蔵

庫
、
旧
三
国
北
幼
稚
園
、
丸
岡
町
一
本
田

に
あ
る
旧
山
口
ダ
ム
事
務
所
で
あ
る

が
、飽
和
状
態
で
あ
り
、検
討
が
必
要
。

多
様
な
業
務
に
必
要
な
人
員
確
保
を
。

十
分
協
議
し
、
適
正
な
人
員
確
保
に

努
め
て
い
く
。

地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
の
充
実・強
化
を

基
幹
型
包
括
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
は
。

基
幹
型
セ
ン
タ
ー
は
、
月
２
回
の
連

絡
会
の
中
で
、
地
区
セ
ン
タ
ー
の
抱
え

る
問
題
、
課
題
な
ど
を
把
握
し
、
支
援

し
て
い
る
。

基
幹
型
の
職
員
が
地
区
セ
ン
タ
ー
に

出
向
き
、
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
に

努
め
て
い
る
。

非
婚
の
ひ
と
り
親
支
援
・「
み
な
し

寡
婦
控
除
」の
適
用
を

保
育
料
に
お
け
る
影
響
額
は
。

み
な
し
適
用
を
し
た
と
し
て
も
、
財

政
的
負
担
は
比
較
的
少
額
︵
年
間
12
万

円
︶
な
の
で
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

畑野麻美子
▲丸岡地域包括支援センター

答

答

問答 問答 問

問答 問

松本　　朗

前川　　徹

児
童
福
祉
法
改
正
と
児
童
の
健
全

育
成子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

︵
以
下
、﹁
セ
ン
タ
ー
﹂
︶
は
、
い
つ
設
置

さ
れ
る
の
か
。

セ
ン
タ
ー
は
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
に
わ
た
る
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

県
内
７
市
で
す
で
に
設
置
さ
れ
て
お

り
、
先
行
自
治
体
の
実
態
を
調
査
、
研

究
し
た
上
で
、
遅
く
と
も
平
成
31
年
度

に
は
設
置
し
た
い
。

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
︵
以
下
、

﹁
支
援
拠
点
﹂
︶
と
セ
ン
タ
ー
を
一
体
的

に
実
施
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え

る
が
。

支
援
拠
点
は
、
子
ど
も
と
そ
の
家
庭

お
よ
び
妊
婦
に
対
す
る
支
援
業
務
を
行

う
も
の
で
、
セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
設

置
に
つ
い
て
努
力
義
務
と
し
て
法
的
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

子
育
て
支
援
施
策
と
母
子
保
健
施
策

を
よ
り
効
果
的
に
実
施
す
る
上
で
も
、

併
設
し
た
い
と
考
え
る
。

ま
た
、
要
保
護
児
童
地
域
対
策
協
議

会
の
事
務
局
を
支
援
拠
点
が
持
つ
こ
と

も
、
今
後
考
え
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
は
。

児
童
手
当
や
児
童
扶
養
手
当
の
支

給
、
医
療
費
の
助
成
、
保
育
料
の
負
担

軽
減
な
ど
と
と
も
に
、
相
談
支
援
の
充

実
を
図
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
保
護
者
の
養
育
力
の
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
も
検
討
し
た
い
。

医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援
体
制
は
。

平
成
30
年
度
か
ら
３
カ
年
を
計
画
期

間
と
す
る
第
１
期
障
害
児
福
祉
計
画
を

平
成
29
年
度
末
ま
で
に
策
定
す
る
。

こ
の
計
画
の
中
で
、
医
療
的
ケ
ア
児

を
支
援
す
る
た
め
の
連
携
協
議
機
関
を

設
置
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

答

答

問答答 問問

問

▲「子ども虐待のない社会の実現」を目指すオレ
　ンジリボン運動

核
兵
器
禁
止
条
約
に
つ
い
て
市
長
の

見
解
は

条
約
が
国
連
で
採
択
さ
れ
た
こ
と
を

ど
う
評
価
す
る
か
。

現
在
の
核
不
拡
散
条
約
か
ら
、さ
ら
に

一
歩
踏
み
出
し
た
も
の
と
評
価
す
る
。

日
本
政
府
は
こ
の
条
約
を
批
准
し
な

い
と
表
明
し
て
い
る
が
、
こ
の
態
度
は

改
め
ら
れ
る
べ
き
と
考
え
る
か
。

核
兵
器
の
な
い
世
界
の
実
現
に
向

け
、
実
効
性
の
あ
る
取
り
組
み
を
期
待

し
た
い
が
、
対
応
は
国
の
責
任
に
よ
り

決
め
る
。

政
府
の
社
会
保
障
改
悪
計
画
に
対

し
て
意
思
表
示
を

財
務
大
臣
の
諮
問
機
関
の
財
政
制
度

等
審
議
会
が
建
議
を
ま
と
め
た
。

①
高
齢
者
医
療
費
の
窓
口
負
担
を
１

割
か
ら
２
割
に
②
要
介
護
１
、
２
の
在

宅
サ
ー
ビ
ス
を
介
護
保
険
か
ら
市
の
地

域
支
援
事
業
に
移
す
こ
と
に
な
れ
ば
、

死
活
問
題
で
反
対
を
表
明
す
べ
き
。

社
会
保
障
制
度
が
堅
持
さ
れ
る
よ
う

注
視
し
た
い
。

三
国
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理

業
務
委
託
の
問
題
点
と
教
育
委
員

会
の
あ
り
方

①
民
間
委
託
を
検
討
す
る
こ
と
に
教

育
委
員
会
は
、
教
育
事
務
局
に
い
つ
、
ど

の
よ
う
な
指
示
を
出
し
た
か
②
教
育
長

へ
の
監
督
権
限
は
、
教
育
委
員
会
に
あ

る
か
③
教
育
委
員
会
の
役
割
と
権
限
を

法
に
基
づ
き
強
化
す
る
べ
き
④
教
育
委

員
会
の
会
議
録
は
、
議
決
事
項
だ
け
で

な
く
、協
議
事
項
全
部
を
掲
載
す
べ
き
。

①
教
育
委
員
会
か
ら
の
指
示
が
な
け

れ
ば
検
討
で
き
な
い
と
い
う
事
案
で
は

な
い
②
教
育
長
は
教
育
委
員
会
の
指
揮

監
督
の
も
と
に
、
教
育
委
員
会
の
権
限

に
属
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
③
平
成

30
年
５
月
に
は
新
し
い
教
育
委
員
会
制

度
に
な
る
。
自
治
体
の
長
と
教
育
委
員

会
の
連
携

強
化
な
ど

法
改
正
の

趣
旨
で
執

行
さ
れ
る

④
今
後
検

討
す
る
。

答

答

問答 問問答

問

地
域
防
災
力
充
実
強
化
と
危
機
管
理

対
応
力
を

本
市
の
姉
妹
都
市
で
業
務
提
携
し
て

い
る
延
岡
市
は
、危
機
管
理
室
を
設
置
し
、

防
災
専
任
の
責
任
者
に
つ
い
て
は
、消
防

Ｏ
Ｂ
や
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
を
任
用
し
、
防
災
、

減
災
事
業
を
計
画
的
に
進
め
て
い
る
。

本
市
も
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る

が
、
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か

所
見
を
伺
う
。

水
害
が
多
い
延
岡
市
は
、
危
機
管
理

に
対
し
て
、
市
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め

に
、特
別
に
設
け
て
い
る
。

人
員
を
配
置
す
る
こ
と
に
関
し
て

は
、
今
後
十
分
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。

国
や
県
の
縦
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
自

主
防
災
組
織
の
横
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
お

よ
び
消
防
団
・
防
火
協
会
・
女
性
防
火
ク

ラ
ブ
な
ど
の
異
業
種
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
て
、﹁
坂
井
市
自
主
防
災
協

議
会
﹂の
創
設
は
。

地
域
防
災
力
を
高
め
る
に
は
有
効
で

あ
る
が
、
組
織
の
結
成
促
進
や
地
域
防

災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
が
最
優
先
事
項
と

考
え
て
い
る
。

防
災
会
議
委
員
の
拡
充
は
ど
う
か
。

現
在
、
委
員
数
は
29
名
で
、
う
ち
女

性
が
２
名
で
あ
る
。

平
成
30
年
３
月
の
防
災
会
議
の
中

答

答

答答 問

問

問問

で
、
委
員
を
拡
充
す
る
方
向
で
協
議
し

て
い
き
た
い
。

水
防
法
改
正
に
よ
る
、
洪
水
想
定
を

ど
の
よ
う
に
見
直
し
、
市
民
に
周
知
し

て
い
く
の
か
。

﹁
想
定
し
得
る
最
大
規
模
の
洪
水
に

係
る
区
域
﹂
に
拡
充
す
る
こ
と
に
伴
い
、

九
頭
竜
川
、
竹
田
川
、
兵
庫
川
、
磯
部
川

の
見
直
し
を
実
施
し
て
い
る
。

国
や
県
が
作
成
中
の
洪
水
浸
水
想
定

区
域
図
が
示
さ
れ
た
後
、
水
害
に
よ
る
、

逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
や
社
会
経
済
被
害
の
最

小
化
に
向
け
て
、
２
０
１
９
年
度
を
目

標
に
効
果
的
な
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作

成
し
、住
民
に
周
知
し
て
い
き
た
い
。

▲坂井市洪水・土砂ハザードマップ

上坂　健司
▲ノーベル平和賞授賞式後、記者会見に臨む
　被爆者のサーロー節子さん（中央）
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福
島
県
福
島
市

空
家
対
策
に
つ
い
て

　専
属
職
員
３
人
の
﹁
空
家
対
策
係
﹂

を
設
置
し
、
相
談
窓
口
の
一
元
化
、

庁
内
部
局
と
の
連
携
、
空
家
等
対
策

協
議
会
の
設
置
運
営
、
空
家
等
対
策

計
画
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　特
徴
は
、
予
防
を
重
視
し
て
い
る

こ
と
、
金
融
機
関
と
の
連
携
で
空
家

解
体
ロ
ー
ン
が
あ
る
こ
と
、
分
か
り

や
す
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
市
民

へ
の
啓
発
活
動
な
ど
で
、
本
市
で
も

取
り
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
感
じ
た
。

山
形
県
寒
河
江
市

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て

　﹁
つ
や
姫
﹂
は
山
形
県
産
の
ブ
ラ
ン

ド
米
だ
が
、
寒
河
江
市
で
は
、
つ
や
姫

ヴ
ィ
ラ
ー
ジ
ュ
の
取
り
組
み
を
独
自

に
展
開
し
て
お
り
、
魚
沼
産
コ
シ
ヒ

カ
リ
を
超
え
る
日
本
一
お
い
し
い
つ

や
姫
団
地
を
目
指
し
て
、
市
、
農
業

者
、
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
る
。

　農
産
品
を
利
用
し
た
観
光
客
誘
客

で
は
、
さ
く
ら
ん
ぼ
、
イ
チ
ゴ
、
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
、
ぶ
ど
う
、
も
も
、
り

ん
ご
、
洋
ナ
シ
な
ど
、
一
年
を
通
し

て
く
だ
も
の
狩
り
が
楽
し
め
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
、
本
市
の
ゆ
り
の
里

公
園
の
誘
客
対
策
の
参
考
に
な
っ
た
。

宮
城
県
塩
釜
水
産
物
仲
卸
市
場

水
産
物
仲
卸
市
場
に
つ
い
て

　集
客
を
図
る
た
め
に
場
外
市
場
を

作
っ
た
り
、
水
産
加
工
団
地
を
作
っ

て
生
産
性
を
高
め
た
り
、
塩
釜
魚
市

場
の
歴
史
と
発
展
は
、
行
政
に
頼
ら

な
い
漁
師
た
ち
自
ら
の
知
恵
と
行
動

力
で
あ
っ
た
。

　今
後
の
市
場
経
営
に
つ
い
て
、
身

の
丈
に
合
っ
た
市
場
、
若
い
人
た
ち

の
意
見
を
尊
重
す
る
組
織
で
あ
る
と

い
う
経
営
方
針
は
、
自
力
で
市
場
経

営
し
て
い
く
た
め
の
大
切
な
視
点
で

あ
り
、
本
市
の
三
国
地
区
に
お
け
る

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
ワ
ー
フ
の
構

想
実
現
に
参
考
に
な
る
も
の
と
感
じ

た
。

大
分
県
別
府
市

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　別
府
市
で
は
、
県
の
支
援
の
も

と
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築

の
た
め
、
国
が
進
め
る
総
合
事
業
に

早
期
に
取
り
組
み
、
住
民
が
主
体
的

に
参
加
し
支
え
合
う
体
制
づ
く
り
を

目
指
し
、
平
成
27
年
度
か
ら
総
合
事

業
を
開
始
し
た
。

　そ
の
結
果
、
平
成
25
年
３
月
か
ら
４

年
間
で
、
介
護
認
定
率
を
約
３
％
減
少

さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

　本
市
に
お
い
て
も
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
の
き
め
細
や
か
な
相

談
体
制
な
ど
を
通
し
て
、
介
護
認
定

率
の
減
少
や
給
付
費
の
抑
制
に
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

広
島
県
広
島
市

ま
ん
が
図
書
館
な
ど
に
つ
い
て

　広
島
市
で
は
、
ま
ん
が
図
書
館
や

こ
ど
も
図
書
館
な
ど
、
特
化
し
た
図

書
館
を
設
置
し
て
い
る
。

　ま
ん
が
図
書
館
で
は
、
ま
ん
が
以

外
に
も
、
ま
ん
が
史
な
ど
の
研
究
資

料
を
収
集
し
、
こ
ど
も
図
書
館
で

は
、
児
童
書
に
特
化
し
た
19
万
冊
以

上
の
蔵
書
を
収
集
す
る
こ
と
に
よ

り
、
市
民
の
教
養
や
研
究
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
役
立
て
て
い
る
。

　ま
た
、
市
内
全
図
書
館
で
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
買
い
物
帰
り
に
図
書
を

返
却
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い

る
。　本

市
に
お
い
て
も
、
文
化
や
歴
史

と
い
っ
た
も
の
に
特
化
し
た
図
書
館

の
設
置
を
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
の

で
は
と
感
じ
た
。

岡
山
県
岡
山
市

小
中
連
携
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　岡
山
市
で
は
、
﹁
岡
山
っ
子
育
成
条

例
﹂
を
制
定
し
、
保
・
幼
・
小
・
中
・

高
の
連
携
を
﹁
縦
の
つ
な
が
り
﹂
と
し

た
岡
山
型
一
貫
教
育
を
推
進
し
、
不

登
校
、
問
題
行
動
、
中
１
ギ
ャ
ッ
プ

対
策
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　市
立
操
山
中
学
校
で
は
、
生
徒
の

良
い
行
動
を
誉
め
る
ス
マ
イ
ル
カ
ー

ド
の
導
入
や
中
学
生
に
よ
る
小
学
生

の
学
習
支
援
な
ど
を
通
し
て
問
題
に

取
り
組
み
、
長
期
欠
席
生
徒
数
や
問

題
行
動
の
減
少

と
い
っ
た
成
果

を
あ
げ
て
お

り
、
小
中
連
携

の
重
要
性
を
感

じ
た
。

福
岡
県
直
方
市

公
契
約
に
つ
い
て

　直
方
市
で
は
、
昭
和
30
年
頃
か
ら

の
石
炭
産
業
の
衰
退
に
よ
り
人
口
減

少
や
財
政
悪
化
が
進
み
、
地
元
企
業

の
疲
弊
や
雇
用
環
境
の
悪
化
が
続
い

た
。　そ

う
い
っ
た
背
景
か
ら
、
公
契
約

条
例
を
制
定
し
、
入
札
時
の
過
剰
な

価
格
競
争
の
抑
止
や
労
働
者
の
賃
金

保
障
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　そ
の
結
果
、
行
政
コ
ス
ト
は
増
加

し
た
が
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
災

害
時
な
ど
に
地
域
を
支
え
る
建
設
業

界
な
ど
の
維
持
に
必
要
な
経
費
と
捉

え
て
い
る
。

　本
市
に
お
い
て
も
公
契
約
条
例
を
活

用
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る

研
究
の
余
地
が
あ
る
と
感
じ
た
。

宮
崎
県
延
岡
市

延
岡
駅
周
辺
整
備
事
業
お
よ
び
基
本

計
画
に
つ
い
て

　延
岡
市
で
は
、
商
業
の
郊
外
化
や

空
き
店
舗
の
増
加
な
ど
、
駅
周
辺
に

お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
大
き
な

問
題
と
し
て
捉
え
、
市
民
を
中
心
と

し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
意
見
集

約
や
﹁
駅
ま
ち
会
議
﹂
で
の
検
討
を

経
て
、
﹁
延
岡
駅
周
辺
整
備
基
本
計

画
﹂
を
策
定
し
た
。

　整
備
を
進
め
て
い
る
駅
前
複
合
施

設
で
は
、
鉄
道
・
バ
ス
の
待
合
ス

ペ
ー
ス
や
カ
フ
ェ
カ
ウ
ン
タ
ー
、
情

報
発
信
ス
ペ
ー
ス
、
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー

ス
な
ど
を
整
備
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

　本
市
の
駅
・

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
周
辺
の
に
ぎ

わ
い
創
出
や
地

域
活
性
化
の
た

め
に
も
、
参
考

と
す
る
と
こ
ろ

が
多
く
あ
っ
た
。

　
山
口
県
下
関
市

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
つ
い
て

　下
関
市
は
、
市
民
一
人
当
た
り
の

公
共
施
設
延
床
面
積
が
全
国
の
中
核

市
の
中
で
１
位
と
な
っ
て
お
り
、
多

く
の
施
設
が
築
後
30
年
以
上
を
経
過

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
﹁
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
﹂
を
策
定
し
た
。

　こ
れ
に
よ
り
、
20
年
間
で
公
共

施
設
の
延
床
面
積
を
30
％
以
上
縮
減

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
施
設
の
効

率
的
か
つ
効
果
的
な
運
営
に
努
め

て
い
る
。

　本
市
が
直
面
し
て
い
る
、
公
共
施

設
の
維
持
管
理
と
い
う
問
題
か
ら

も
、
予
防
保
全
に
よ
る
施
設
の
長
寿

命
化
や
適
切
で
効
率
的
な
管
理
体
制

が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。

総務常任委員会視察報告　　10月17日～19日

教育民生常任委員会視察報告　 11月8日～10日

産業建設常任委員会視察報告　 10月17日～19日

本
市
の
景
気
動
向
は

市
民
所
得
と
暮
ら
し
ぶ
り
の
効
果
的

な
施
策
、
構
築
は
。

中
小
企
業
振
興
計
画
に
基
づ
き
、
中

小
企
業
懇
話
会
に
お
い
て
、
各
施
策
の

検
証
や
評
価
を
し
、
経
済
動
向
や
時
代

背
景
を
反
映
し
た
制
度
内
容
で
、
的
確

に
事
業
の
執
行
に
努
め
て
い
る
。

今
後
、
条
例
や
振
興
計
画
な
ど
の
理

念
や
目
的
に
合
致
し
た
施
策
を
遂
行

し
、
企
業
活
動
を
支
援
し
て
い
く
。

U
I
J
タ
ー
ン
確
保
で
生
産
年
齢
人

口
を
増
や
す
た
め
に
は
、
新
た
な
企
業

誘
致
を
。

地
域
産
業
の
新
た
な
発
展
と
地
域

雇
用
の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、
成
長

産
業
の
県
内
外
か
ら
の
誘
致
本
社
機
能

の
移
転
に
重
点
を
置
い
た
活
動
を
し
て

い
る
。

平
成
29
年
度
か
ら
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、
福
井
労
働
局
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
と
連
携
し
て
、
大
阪
市
お
よ
び
名
古

屋
市
に
お
い
て
U
I
J
タ
ー
ン
の
求
職

者
を
対
象
に
就
職
説
明
会
を
積
極
的
に

実
施
し
て
い
る
。

米
の
直
接
支
払
交
付
金
が
廃
止
さ
れ
る

が
、本
市
の
景
気
に
ど
う
影
響
す
る
か
。

平
成
26
年
度
県
民
経
済
計
算
で
は
、

製
造
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
を
含
む

全
産
業
に
対
し
て
、
農
業
が
占
め
る
県

内
総
生
産
の
割
合
は
約
０
・
75
％
で
、

現
時
点
で
は
見
通
す
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。

本
市
の
景
気
を
上
昇
さ
せ
る
に
は
。

今
後
、
豊
か
な
自
然
環
境
や
安
全
・

安
心
な
食
糧
と
文
化
遺
産
な
ど
の
地
域

資
源
を
活
用
し
た
事
業
展
開
を
図
る
。

ま
た
、
雇
用
の
創
出
や
空
き
店
舗
の

解
消
を
し
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に

つ
な
げ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　

田中　哲治
▲福井県商工業団地協同組合（坂井町御油田）

▲延岡市役所での研修の様子

▲操山中学校での視察の様子

▲塩釜水産物仲卸市場での視察の様子

答

答

問答答 問問

問

の
お
が
た

さ

　が

　え
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平成29年度　一般会計12月補正予算概要

広域連合・一部事務組合議会報告

坂井地区広域連合
　坂井市とあわら市で構成。

　介護保険・さかいクリーンセンター・代官山斎苑墓地

に関する事業を行う。

■平成29年11月：第58回定例会
　●平成28年度一般会計歳入歳出決算認定につ

いて　他5件を認定、可決

主な議案
　・平成29年度一般会計補正予算　可決
　・平成29年度介護保険特別会計補正予算　可決

福井坂井地区広域市町村圏事務組合
　坂井市・福井市・あわら市・永平寺町で構成。

　主に清掃センター、ＹＯＮＥＴＳＵ-ＫＡＮささおか

の運営、電子計算組織（福井市を除く）の共同利用を

行う。

■平成29年11月：第170回定例会
　●平成28年度一般会計歳入歳出決算の認定に

ついて　認定
　●平成29年度一般会計補正予算　可決

五領川公共下水道事務組合
　坂井市・永平寺町で構成。

　九頭竜川廃川敷およびその周辺の区域に係る公共下

水道の設置、改築、修繕、維持その他の管理に関する事

務を行う。

■平成29年10月：第100回定例会
　●平成28年度下水道事業会計決算の認定につ

いて　他4件を可決、承認、認定

主な議案
　・専決処分の承認を求めることについて（福

井県市町総合事務組合規約の一部を改正す
る規約）　承認

　・五領川公共下水道事務組合行政不服審査会
条例の制定について　可決

6億48万円（補正後の額　397億8,308万円）

広域圏事務事業 4,580万円

　法改正および制度改正などによるシステム改修に
伴う増額。

私立保育所保育業務委託事業

　委託料の算定基準にかかる加算率の増や追加
加算の新設に伴う増額。

市長・市議会議員選挙事業 1,850万円

　市長および市議会議員選挙の執行準備にかかる
費用の計上。

放課後児童対策事業

　児童クラブ利用者の増加に伴う人件費などの
増額。

心身障害者福祉事務事業 1,965万円

　障害者自立支援、障害者医療にかかる国庫負担金
の精算に伴う超過受入額返還金の計上。

観光施設維持管理事業

　台風２１号の影響による倒木の伐採処理などに
かかる経費の計上。

障害児通所支援事業 4,912万円

8,878万円

2,233万円

3,000万円

2,843万円

　児童通所サービスの実績増加などによる障害児
給付費の増額。

県営事業負担金

　県が行う道路・河川事業などにかかる事業費の
一部負担額の計上。

12月定例会に提出された議案と議決結果
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認定第１号

認定第２号

認定第３号

認定第４号

認定第５号

認定第６号

認定第７号

承認第４号

議案第47号

議案第48号

議案第49号

議案第50号

議案第51号

議案第52号

議案第53号

議案第54号

議案第55号

議案第56号

議案第57号

議案第58号

議案第59号

議案第60号

議案第61号

議案第62号

議案第63号

議案第64号

議案第65号

議案第66号

議案第67号

議案第68号

議案第69号

請願第２号

請願第３号

請願第４号

陳情第５号

諮問第９号
原案
答申

趣旨
採択

定 例 会 審 議 結 果

平成28年度坂井市一般会計歳入歳出決算
の認定について

平成28年度坂井市国民健康保険特別会計
歳入歳出決算の認定について

平成28年度坂井市後期高齢者医療特別会
計歳入歳出決算の認定について

平成28年度坂井市水道事業会計決算の認
定について

平成28年度坂井市公共下水道事業会計決算
の認定について

平成28年度坂井市農業集落排水事業会計
決算の認定について

平成28年度坂井市病院事業会計決算の認
定について

専決処分の承認を求めることについて（平成
29年度坂井市一般会計補正予算（第3号))

損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決
定について

平成29年度坂井市一般会計補正予算（第
4号）

平成29年度坂井市一般会計補正予算（第
5号）

平成29年度坂井市国民健康保険特別会計
補正予算（第2号）

平成29年度坂井市後期高齢者医療特別会
計補正予算（第1号）

平成29年度坂井市水道事業会計補正予算
（第1号）

平成29年度坂井市公共下水道事業会計補正
予算（第1号）

字の一部区域及び名称の変更について

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変
更について

土地改良事業の計画の概要について

坂井市三国駅条例の制定について

坂井市農業委員会の委員及び農地利用最適化
推進委員の定数に関する条例の制定について

坂井市一般職の職員の給与に関する条例等
の一部を改正する条例について

坂井市特別職の職員の給与及び旅費等に関
する条例の一部を改正する条例について

坂井市教育委員会教育長の給与及び勤務時間
等に関する条例の一部を改正する条例について

坂井市三国社会福祉センター条例を廃止す
る条例について

指定管理者の指定（ＪＲ春江駅駐車場ほか2
施設）について

指定管理者の指定（坂井市赤坂聖苑）につ
いて

指定管理者の指定（坂井市ゆりの里公園）に
ついて

指定管理者の指定（坂井市坂井地域交流セ
ンター）について

指定管理者の指定（坂井市丸岡観光情報セ
ンター）について

指定管理者の指定（旧森田銀行本店ほか２
施設）について

指定管理者の指定（東尋坊駐車場）について

日本政府に「核兵器禁止条約」への賛同と批
准を求める意見書の提出に関する請願

「米の再生産可能な米価下支え制度」の創設
を求める意見書提出についての請願

種子法廃止に伴う対策を求める意見書提出
についての請願

農業委員会への参画要望

人権擁護委員候補者の推薦について

▲YONETSU-KAN ささおか

1819 定例会審議結果 補正予算概要、広域連合・一部事務組合議会報告
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第 47 号

第
4
7
号

2
0
1
8
 . 2

2018. 2
12月定例会

木部小学校　6年

高田　菜那
たか　だ な    な

表紙 ： ゆりの里公園イルミネーション

3月定例会会期日程（予定）

※ 日程は、変更になる場合がありますので、あらかじめご了承願います。

　
読
者
の
み
な
さ
ん
、寒
気
も
少

し
ず
つ
緩
み
は
じ
め
ま
し
た
が
い

か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。

　
本
号
で
は
12
月
定
例
会
の
議
案

審
議
内
容
や
一
般
質
問
内
容
、各
常

任
委
員
会
視
察
報
告
に
加
え
特
集

記
事
と
し
て
特
別
委
員
会
な
ど
の

審
議
調
査
報
告
を
掲
載
し
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
様
に

親
し
ま
れ
る
市
議
会
だ
よ
り
の
編

集
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、御

愛
読
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
秋
、台
風
21
号
に
よ

る
強
風
や
大
雨
の
被
害
も
深
刻
な

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。災
害
は
い
つ

起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。災
害

発
生
時
の
行
動
と
備
え
に
つ
い
て

今
一
度
点
検
し
防
災
意
識
を
高
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
戌
年
で
す
。「
犬
」は
一
度

に
た
く
さ
ん
の
赤
ち
ゃ
ん
を
産
む

こ
と
か
ら
、安
産
祈
願
を
す
る「
戌

の
日
」と
い
う
の
が
毎
月
あ
り
ま

す
。こ
れ
に
あ
や
か
り
少
子
化
対

策
、人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
か
考
え
て
い
る
の
は
私
だ

け
で
し
ょ
う
か
。

（
古
屋
）

議会を傍聴してみませんか

2月14日（水）１０時～　　　　　　　　　本会議（施政方針・議案説明など） 

  　１５日（木）・１６日（金） １０時～  予算特別委員会 

　　２６日（月）・２７日（火） １０時～  本会議（一般質問） 

 ３月 １日（木）１０時～    産業建設常任委員会 

　　　２日（金）１０時～    教育民生常任委員会 

　　　　５日（月）１０時～    総務常任委員会 

　　　７日（水）１０時～    予算特別委員会 

　　　９日（金）１０時～    本会議（委員長報告・採決など） 

※問い合わせや議会だよりに対するご意見がありましたら、左記の議会事務局連絡先までご連絡ください。

▲みくに市民センターでの様子

アンケートから見る議会報告会への意見アンケートから見る議会報告会への意見

第
21
回 

議
会
報
告
会 

11
月
20
日
・21
日

　11
月
20
日
に
み
く
に
市
民
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
春
江
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
、
21
日
に

高
椋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
坂
井
市
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　９
月
定
例
会
の
報
告
の
後
、
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
市
政
に
関
す
る
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

市
政
に
つ
い
て
の
ご
意
見

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
避
難
所

に
な
っ
て
い
る
が
、行
く
ま
で
が
大

変
な
の
で
、ビ
ル
な
ど
を
避
難
所

と
し
て
使
え
な
い
か
。

・
三
国
病
院
で
、待
合
番
号
が
出
る

よ
う
に
な
り
大
変
よ
く
な
っ
た
。

・
海
岸
部
に
砂
防
ネ
ッ
ト
を
取
り
付

け
て
ほ
し
い
。

・
防
災
無
線
の
音
が
聞
こ
え
づ
ら
い
。

・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
曇
っ
て
見
え
に

く
い
時
が
あ
る
。

・
市
内
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
祭
り
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、祭
り
同
士
の
交

流（
丸
岡
の
祭
り
で
三
国
の
山
車

を
出
す
な
ど
）が
で
き
な
い
か
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
よ
り
良
い
あ

り
方
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

・
春
江
の
エ
ン
ゼ
ル
ロ
ー
ド
沿
線
や
、

通
学
路
な
ど
に
草
が
茂
り
、管
理

が
不
十
分
で
あ
る
。

・
防
犯
灯
の
修
繕
に
お
い
て
、助
成

の
予
算
に
限
り
が
あ
る
た
め
待
っ

て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
が
、対
応

し
て
ほ
し
い
。

・
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
三
国
駅
は
き
れ
い

に
な
り
つ
つ
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
春
江
駅
も
ト
イ
レ
な
ど
、環

境
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。

・
若
者
が
議
会
に
興
味
を
持
て

る
よ
う
な
方
法
が
あ
る
と
よ

い
。

・
グ
ル
ー
プ
形
式
は
一
人
ひ
と
り

の
意
見
が
聞
け
て
よ
か
っ
た
。

・
参
加
者
を
増
や
す
方
法
を
検

討
し
て
ほ
し
い
。

・
敷
居
が
高
く
参
加
し
に
く
い
。

・
交
換
し
た
意
見
の
そ
の
後
の

進
捗
を
聞
く
場
が
ほ
し
い
。

・
有
意
義
な
話
し
合
い
が
で
き

て
よ
か
っ
た
。

第
21
回 

議
会
報
告
会 

11
月
20
日
・21
日

2～3
4～6
7

8～16
16～17

18

19
20

特別委員会等審議調査報告
常任委員会報告
決算特別委員会報告
一般質問
常任委員会視察報告

補正予算概要
広域連合・一部事務組合議会報告

定例会審議結果
議会報告会報告、議会日程

http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/
議会のホームページが充実しました。


